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Testing

pa　TOEIce テス ト ーより現 粟の コ ミ Lニ ケー シa ン に
’

い テス トへ 一

The 　Redesi 　 ned 　TO 磁 Ce　Test 　−− More 　Authentic 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 発 衷者 山 由 拡

（財団法 入 国際ビジネス 篇 ミュ ニ ケ ーシ ョン協会 TOE 【C 運 営委員会）

1、 T◎EIC の 開発 理 念

　 TOEICCrest 　ef 　Engllsh　for　lnternational　Comrnunicati◎ n ）は英語に よる轟 ミュ 鳳 ケーション 能 力

　 を幅広 く評櫃する轡界 共通 のテ ス トとして 1979 年 にス タートした 。すべ て の 欝本 人 が轡 鼻 申 の

　 誰とでも円 滑に コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョンで きる英語能力を身に付け 、 グm 一バ ル に活躍するために は 、

　 f世 界で 逼用するコ ミュ ニ ケ
ーシ §ン 英語 能力 』とはどういうもの なの か を明確 かつ 客 観 的 に示

　 し、 か つ 莢語 学習 の方 向性 を定め ることがで きる圏際 的なもの さしが必要で あるという理 念の

　 もと、米 国 の非 営 利テス ト開発機関 ETS （Educati。nal 　Te ＄ting　Service）にテスト開発が依頼さ

　 れ TOEiG テス トが誕 生 した 。

2． ETS のミッ ショ ンと↑OEIC テ ストリニ x 一
ア ル

　 2006 年 5 月実 施 の 第 122 回公 閣テス トよりτO日c テ ス トがリニ ュ
ー

ア ルされ た 。 TOE ！C テス ト

　 の糊 作髭 である E丁S は TOEIC テス トの 他 、TOEF 廴、TO 日 G　Bridge など多くの テ ス トを開発 ・運

　 営して い る ． 肝 S は 「公 正 で 妥 当な評 価 、リサーチ、関 連サービス の 提供 を通 じて、教育の 質と

　 公 平 性 の 向 上に 貢 献す る」ことをミッ ション として い るため 、予ス トが 利 爾され る市場環境 や ：
一

　 ズを常に把握 し、その テ ス トが 図的 に ふさわ しく機 能 して いるか を検証し続けることが大 変に 重

　 要 なテ
ーマ とな っ てい る 。 今＠ の リニ ュ

ー
ア ル は、旺TS の 「灘 ろうとして い る能 力」に 合致 したテ

　 ス トを開発 するこ とでテ ス トの 妥 当性を高 め、英語能 力の 向上 や学習 の
一

助とする事業ミッ シ ョ

　 ンに基 づい て い る。ET ＄ は 国際的 な環境 にお けるコ ミュ ニ ケーシ ョンで 使 われ る英語 に つ い て

　 調査 ・検証を重 ね 、そ こで必 要 とされ る英語 能 力 に つ いて 評価す るため 、一部の 問 題 形 式 の

　 変更 が妥 当と判断 した 。

3． 調査 ・検証に つ い て

　 ↑OE 【C テストの リニ ュ
ー

ア ル は以 下 の 調査 ・
検 証、経 験 に 基 づい て い る 。

　 ● 　 3 年、30，000 時 間の 嬲 発 期間

　 ●　 下 記詳細 項 目の調 査・分析 ・検証

　　　 1．Global　Survey 　　　　　　　　　　 3．現行 丁◎Eicテ ス トの 25 銀分 の 実施 データ

　　　 2．　ETS の その 鯵の 英語テス ト　　　　　 4．調査 ・研 究（iB丁 閣髭時 の もの など）

　 ●　 TOEfC を実施 して い る国の レップか らの 意見 など

4． More　Authentic −・よ　lj現 実 の コ ミュ ニ ケーシコ ン に近い テ ス トヘ ー

新 丁OEIC テス トでは問 題 作 成 に おい て Mgre 　Authentic（より実際 的な）というコ ンセプトが基 本と

なっ てい る 。
これ は霙際の コ ミュ ： ケーションで必 要 とされ る英語 能 力 を評価するために 、よ弓現
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寞 に即 した状況 や設定をテス トよ で も再現 するというもの であり、具体的 に は 次の 特徴 を備え

ている。

○

●

●

●

問 題 文の 長 文化

発音 の バ ラm テ ィの 増加 （米国 ・英国 ・カナダ・オース トラリア、各発音の出 題の割含 は 2錫

ず つ ）

誤 文訂 正 問 題の 削 除

r要 点 がわか る」「推測 できる」とい っ た能力 に加え 、言 語 運 用 能 力 の基 礎をなす文 法 ・語

彙 ・音声 識劉能 力をより幅広く灘 定

題材 に はこれまでどお り、一般 的 な、またはビジネスで の コ ミュ ニ ケーションの 場面 が採 用され

ており、 特殊なビジネ ス 英語 の知 識 を必要 としたり、その 圏の 歴史や文 化に関 連ずる固 有の事

象が 分 か らなけれ ば解答できない 問題はない
。

4 問 題形 式 の 変更点

問題 形 式は 以下 の ように変更

　　　　　　　　 灘 謙 謡 飜 、
ノく一ト　　　　　Narηe 　of 　each 　part　　　　！く一ト名

羈 ・　 　 　 　 　 鯲 継 睡　 　
悼』

、
問題数

戀轗 難 讖轢 韆韈
「
　 　 、

』』
讖1糊獵

．

正　 　 　 　 Ph伽 graphs
写真描写

　踏題
20

1I　　　　　　　Question−ReSPOτ】se 応答問 題 30
1鼠　　　　　　Short　Conversations 会 詆 問 題 30

殫 　　　　　Sh 。 沈 Talks 説明文問題 20

v 1貸。。朗 plete　Se朧 nces
文法・語彙

　 卩 頁
40

職 Error　Rec ◎gnitio虞
誤文訂 正

　 齪 頁
2◎

田 Readi門g　CQmprehensio肖 読解 問 題 40

　 　 　 　 　 　 　 ．　 靂

パート　　Name　of　eqGh 　part　　 パート名　 問題数
ヒ・辷辷競 、

1 Photographs 写真描写

　 蜀題
10

2Questbn 蝦 esponse 応答間題 30

3Short 　CQnv 臼 rsatiQns 会話間題 30

4 Short　Talks 説 明文 問題 30

．．、＿、囃 灘 纓 韈轗 霧麟 …

5 芝員 GO 「叩 廐 e　Senteη oes
短文穴埋め

　 。 題
40

6 丁8xt 　C 。 mpleti ・ n（新）
長文穴埋 め

　 口　
日

12

フ

Reading　Comprehensb 纏

　　
・＄｝n 菖leβassage

・D 。 ubie 　passea 　 e噺 ）

読解問題
1つ の 文書

2つ の 文書

2820

なお大 会 当 鶏 は 、問 題形 式の 変更 の 背 景 にある ETS のテス ト制 作 に対 する姿勢、考えも併せ て

紹 介 する苧定 である。

5． 7 イ
ードバ ッ クに つ いて

　 新 TOEIC 　 Yス トの フィ
ードバ ッ クに つ い ては E丁S で検譲を進 め ており、Listeningと Reading の

　 パート別 診断情報、および能力 分野 毎 の 正 答率の 表示 など、旧 丁0 日G テストよりも詳細なもの

　 が珂能 になる 。

6． 団体特 別 受験 制度 （IP： In＄titu’tional　Program ）に つ い て

　 lPテ ス トに おける新 丁OEIO テ ス トの 導 入 は 209 ア 年度以降の 導入 を検討。 決定次第、公 式ホ

　 ーム ペ ージ等で 告知 を実 施 。

　 ※
’
i
’
◎EIC 公 式 ホーム ペ ージ http：〃 www ．t。 eio ．。rjp ／　　 　　 　 　　 （2GO5 年 2 月 現在）

　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　以 　上
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